
入
学
前
準
備
学
習

週刊NEWSLETTER
2022. 2. 25
第 140号

発行 法人事務局

熊本保健科学大学

基礎知識を確認「学び」に向け構えづくり
準備学習は、本学開学の2003年に物理、

化学、生物の理科系３科目で始まりました。
その後、英語、日本語が加わり、現在、計
５科目で行っています。理科系科目の場合、
高校における履修状況がまちまちなため、
準備学習は専門教育につながる基礎知識を
学び直す絶好の機会となります。入学後は
一般選抜の入学者も加えた講義型の「専門
基礎予備講座」も用意されています。
準備学習では、担当教員が自習テキスト

と自習範囲を指定し、12月から３月までの
期間中、課題を挟んでのやりとりを３回行
います。各科目とも、基礎知識の確認と定
着を狙った課題が多く、毎年、担当教員が
工夫を凝らしています。例えば、物理では
23の基本的な概念を提示し、計算問題やレ
ポート作成を課しています。担当の竹永和
典教授（共通教育センター）は、「準備学

習を通じて、自分なりに整理された理解を
心がける訓練をしてもらう」と、その狙い
を語っています。このほか、英語ではeラー
ニングを取り入れ、効率的な学びを目指し
ています。生物では小テストをQRコード付
きで提示、化学とともにメールでの質問も
受け付けています。
教員と入学予定者との双方向的な学習は、
お互いの距離を縮める絶好の機会にもなっ
ています。日本語担当の渡邊淳子准教授
（アカデミックスキル支援センター）は
「その年の学生たちの傾向を知ることがで
き、授業づくりの手助けになる」と考え、
ほとんどの学生に短いコメントを返してい
ます。入学後、「コメントありがとうござ
いました」と言って直接センターを訪ねて
くれる新入生がいるなど、目に見える〝効
果〟も披露していました。

本学では、例年11月に決定する推薦型
選抜による入学予定者に対して、「入学
前準備学習」と名付けた通信型のリメ
ディアル教育を用意しています。ともす
れば緩みがちな入学までの期間を、大学
での「学び」への助走期間にしてもらお
うという取り組みです。本年度は187人
を対象に実施。入学予定者は「有意義に
過ごすことができる」と、まじめに向き
合っています。

推薦型選抜と同時期に確
定する総合型選抜での入学
予定者は、「リーダーシッ
プ能力の涵養のための読書
課題」と名付けた、別メ
ニューの準備学習に取り組
んでいます。これは、自ら
読書計画を立て、その計画
に従って読書を進めるとい
うものです。今年度は31人
が対象。入学後、読書ノー

トを提出します。
入学予定者は、あらかじ
め提示された「推薦図書リ
スト」（42冊）をもとに
「１ヵ月に最低１冊の読
破」を目標とした読書計画
を立てます。計画は高校の
先生に確認してもらい、計
画に沿って読書し、読書
ノートに記録することにな
ります。

担当する共通教育セン
ターの東谷孝一センター長
は「自分で計画し、自分で
やり遂げることの大切さを
手にすることができた喜び
を感じ取ることのできる
ノートが多い」と、手ごた
えを語っています。なお、
推薦図書リストは、全ての
入学予定者に提示されてい
ます。

物理、化学、生物、英語、日本語…

総合型選抜入学者読書ノートでリーダーシップ養う

推薦型選抜入学者



﨑元達郎顧問（前理事長）が著し
た『熊本橋紀行』（熊本日日新聞
社）が、第43回熊日出版文化賞に決
まりました。県内に架かる橋の中か
ら134本を選び、豊富な写真や地図、
データで紹介。審査員からは「歩き
ながら楽しめる編集」との評価を得
ました。
熊日出版文化賞は、県内の個人・
団体による優れた著作を毎年顕彰し
ています。今回は、2021年に刊行さ
れた約110点が対象となりました。
『熊本橋紀行』は、橋梁構造工学
が専門の﨑元顧問と共著者の福島通
安さんが、江戸期から現代に至る県
内の代表的な橋を紹介しています。
県内を７つの流域・地域に分け、橋
ごとに簡潔な読み物風のコメントも
つけられていて、ガイドブックとし
ても役立ちそうです。
熊本日日新聞の取材に対し、﨑元
顧問は「評価していただけてとても
うれしい。実際に足を運ぶことで、
まずは橋に慣れ親しんでもらいたい。
橋に代表される社会インフラの重要
性も読者に伝えることができればと
思う」とのコメントを寄せていまし
た。

図書館では、卒業式を前に卒業予定者へ、貸
出中の図書の返却をお願いしています。同時に
卒業後は、卒業生としての利用ができることを
ご案内しています。
コロナ前は、年間1,600人の卒業生の利用が
ありました。病院等お勤め先での臨床研究や
キャリアアップ等の目的でご利用いただいてお
ります。

国内の医療系図書は、電子化されていないも
のも多く、また価格も一般書に比べ高額です。
このような状況下で、本学図書館では、医療系
図書を一か所集中で閲覧できる県内唯一の図書
館といえます。また、一部の医療系データベー
スもご利用いただけます。
卒業生は、一生利用できる医療系の図書館で
す。

◆就勝ガイダンス 医学検査学科3年生を
対象とした「就勝ガイダンス」が16日（水）
から18日（金）までの3日間、行われました。
今回は新型コロナウィルス感染拡大防止のた
めWebによるオンライン形式となりました。
ガイダンスは、①就職活動に関する基礎知

識を身につける、②臨床検査技師の資格を生
かせる様々な職種を学ぶことを目的にしてい
ます。期間中、履歴書・面接・小論文対策、
職種紹介、求人票の見方、SNSの取り扱い方
といった各種講座が行われました。中でも職
種紹介の講座では、臨床検査技師としての病
院や検査センターの仕事や、資格の知識を生
かした医療機器メーカーの営業、大学院への
進学など、多岐にわたる内容を実際に現場に
いる本学卒業生が講演。学生たちにとって大
変貴重な時間となりました。
いよいよ就職活動が本格的に始まります。

今回の学びを生かして目標に向かい頑張って
くれることを期待しています。

（就職・実習支援課）

◆ハラスメントへの理解深める ハラスメ
ント防止研修会が17日（木）、NPO法人福岡
ジェンダー研究所の高木里美氏を講師に迎え、
「ハラスメントのないキャンパスづくりのた
めに」をテーマに行われました。ハラスメン
トについての理解を深め、予防と対処につい
て知ることが狙い。今回は、オンラインでの
開催となりました。高木氏は、12月から1月
にかけて実施した学内のハラスメントアン
ケート結果を分析し、そのポイントを解説し
ていました。教職員の関心も高く、128人が
参加しました。

（ハラスメント防止委員会事務局）
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医療系図書…卒業生は生涯利用可
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週間行事予定（2月26日～3月4日）

2 / 26（土） 大学院 一般選抜・社会人選抜（Ⅱ期）

3 / 4（金） 大学入学共通テスト利用選抜 後期日程
情報セキュリティ研修会


